
                     

 

 

 

             
 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地域ぐるみで犯罪の機会を与えないまち～ 
 

 

 

 

鎌倉市 
 

 

 

 

 

 

計画期間：令和５年度から令和７年度まで 



- 1 - 

鎌倉市民憲章 

 

 
制定 昭和48年11月３日  

前 文  

鎌倉は、海と山の美しい自然環境とゆたかな歴史的遺産をもつ古都であり、わたくし

たち市民のふるさとです。すでに平和都市であることを宣言したわたくしたちは、平和

を信条とし、世界の国々との友好に努めるとともに、わたくしたちの鎌倉がその風格を

保ち、さらに高度の文化都市として発展することを願い、ここに市民憲章を定めます。  

 

 

本 文  

1  わたくしたちは、お互いの友愛と連帯意識を深め、すすんで市政に参加し、住民自

治を確立します。  

1  わたくしたちは、健康でゆたかな市民生活をより向上させるため、教育・文化・福

祉の充実に努めます。  

1  わたくしたちは、鎌倉の歴史的遺産と自然及び生活環境を破壊から守り、責任をも

ってこれを後世に伝えます。  

1  わたくしたちは、各地域それぞれの特性を生かし、調和と活力のあるまちづくりに

努めます。  

1 わたくしたちは、鎌倉が世界の鎌倉であることを誇りとし、訪れる人々に良識と善

意をもって接します。 

 

 

 

平和都市宣言 

 

 
われわれは、 

日本国憲法を貫く平和精神に基いて、 

核兵器の禁止と世界恒久平和の確立のために、 

全世界の人々と相協力してその実現を期する。 

多くの歴史的遺跡と文化的遺産を持つ鎌倉市は、 

ここに永久に平和都市であることを宣言する。 

昭和33年８月10日 

鎌倉市  
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１ プラン策定に当たって 
 

◆ 計画の趣旨 

本市は、「第３次鎌倉市総合計画第２期基本計画」を平成 18 年（2006 年）６月に策定し、

安全で快適な生活がおくれるまちとして「防犯活動の充実・強化」を掲げ、市民、行政、警察

等が連携しながら地域の防犯対策に取り組んできました。その後、「鎌倉市犯罪のない安全安

心まちづくり推進条例」を平成 23 年４月１日に施行し、計画の策定や安全安心まちづくり推

進協議会（※1）の設置等に関する規定を条例に位置付けるとともに、より一層の防犯意識の

高揚と自主的な防犯活動の推進を図り、犯罪のない安全で安心して暮らすことのできるまちづ

くりの実現を目指してきました。 

本市の刑法犯認知件数（※2）は、平成 15 年（2003 年）をピークに減少傾向にあり、日頃

の防犯活動の成果が表れています。しかしながら、未だに年間約 400件近く認知件数があるこ

とから、家庭、職場、学校、地域社会等の理解と協力のもと、普段から犯罪防止について心が

けるよう、市民とともに地域に根ざした防犯活動を、引き続き展開していく必要があります。

また、犯罪のない地域社会を形成するためには、意識啓発とあわせて防犯に配慮した環境整備

を一体的に進めていくことが重要です。 

総合計画基本構想の基本理念では、市民自治の確立として、まちの主権者である市民の英

知を集め、真の地方自治の確立をめざすことが掲げられています。また、地域のことは自ら

の力で解決しようとする市民の活動がこれまでも活発に行われており、防犯への取組が始ま

ってきたことから、市民とともに地域のことを解決する「市民自治」をより一層推進するこ

とが求められています。 

こうした状況を踏まえ、本計画は、基本理念、基本方針、具体的な事業等を定め、市民、

行政、警察等が役割を分担しながら相互協力のもと、総合的かつ計画的な取組を推進するた

め策定するものです。策定に当たっては、本市が持続可能なまちづくりを目指す SDG’ｓ未来

都市であることから、定める具体的な事業については、SDGｓ・共創・共生の視点に配慮する

こととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 計画の範囲 

  市民生活に身近な犯罪（空き巣、忍び込み、自転車盗、ひったくり、車上狙い、特殊詐欺等）

の「予防」に関する取組とします。また、条例の趣旨を踏まえ、子どもや高齢者等の安全確保

を中心とします。 

 

 

 

 

 

 

 

※１「鎌倉市安全安心まちづくり推進協議会」 

 「犯罪のない地域社会を形成するための防犯体制

を確立すること」を目的に、自治町内会や関係団体

等の代表者で構成された協議会です。 

安全で安心して暮らせるまちづくりを目指し、防

犯に関する情報共有や防犯活動の推進についての

協議等を行います。 

※２「刑法犯認知件数」 

警察において刑法に規定する罪に問われる事件

のうち、被害の届出を受けた件数（道路上の交通事

故に係わる罪を除く）。 
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◆ 計画の位置づけ 

 第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画の「安全で快適な生活が送れるまち」施策を推進す

る個別計画として位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 計画期間 

  令和５年度から７年度までの３年間 

  平成 20 年度に策定した「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン（以下「本プラン」とい

う。）」は、計画期間を平成 28年度までとしていました。その後、平成 29年度に第３期基本計

画後期実施計画期間（平成 29年度から令和元年度まで）、令和元年度に第４期基本計画の前期

（令和２年度から令和４年度まで）の計画内容を見直し、さらに令和４年度に３回目の見直し

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従前の計画期間 

 

 

 

 

※ 鎌倉市犯罪のない安全安心まちづくり推進条例（平成 23年４月１日施行） 

  市の責務や市民等の役割を定め、自主防犯活動団体の活動促進等を目的とした条例を制定し、

犯罪のない安全で安心して暮らすことができるまちづくりを推進します。 

≪計画の位置づけ≫ 

≪計画期間≫ 

            平成                   令和 

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30  元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 
第２期基本計画（10年間） 

前期実施計画 

中期実施計画 

後 期 実 施

計画 

第 ３ 次 

鎌 倉 市 

総合計画 

推進計画 
（推進プラン） 

 

新計画期

間 

第３期基本計画 
（６年間） 

前期実施

計画 

後期実施 

計画 

第４期基本計画 
 （６年間） 

実施計画（中間年次 

で見直し） 

 

従前の計画期間 

 
改定（第１回目） 

計画期間 

 
改定（第２回目） 

計画期間 

 

 

第４期基本計画 

第５章【安全で快適な生活が送れるまち】 

（１）防災・安全 

④地域防犯力の充実・強化 

 主な取組 

(1)地域防犯力の向上 

(2)防犯に適したまちづくりの推進 

(3)自主防犯活動の体制整備 

第 3 次鎌倉市総合計画 

鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン 
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基本理念 

２ 基本理念、基本方針 
 

 

 

◆ 基本理念 

「犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりの実現を目指す」こととし、このために、

犯罪の予防を行うため「地域ぐるみで犯罪の機会を与えないまち」を基本理念とします。 

  

◆ 基本方針 

犯罪発生の背景や基本理念を踏まえ、「犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりの実

現を目指す」ため、次の３項目を基本方針として定めます。 

 

      基本方針            概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本方針１】 

地域防犯力の向上 

 

 

【基本方針２】 

防犯意識の醸成 

 

【基本方針３】 

まちづくり 

・しくみづくり 

○ 「自らの安全は自らが守る」「地域の

安全は地域で守る」の意識を持って、

地域の防犯力を高めるため、地域の

防犯活動を拡充します。 

  また、子どもから高齢者までの安全

確保を図るための見守り、定期訪問

など、地域全体が連携した取組を促

進します。 

○ 犯罪が起きにくい防犯性の高い住

宅づくりなどに関する情報提供、

普及や設計の段階から防犯に配慮

した公共施設、公共空間など犯罪

に強いまちづくりの創出を図りま

す。 

○ 市民一人ひとりの防犯意識の向上と

規範意識の醸成などを目的とした普

及・啓発活動や情報提供などを充実

します。 

また、家庭、地域、学校、関係機関

等と連携・協力して、子どもの健全

育成を図ります。 

～
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な
い
ま
ち
～ 

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て 
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３ 防犯主要施策の決定について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 防犯の観点からみた現状・分析・課題 
１ 現状 

（１）刑法犯認知件数（表１参照） 

   本市の刑法犯認知件数は、令和３年に 394件発生しておりますが、平成 25年 

と比較すると約３分の１程度に減少しています。 

（２）不審者情報件数（表２参照） 

   本市に寄せられた不審者情報件数は、令和元年に 49件ありましたが、令和２

年に 20件まで減少しました。しかし、令和３年は大船地域を中心に不審者情報

が増加に転じ、年間 40件となっています。 

（３）特殊詐欺被害状況（表３参照） 

  本市の特殊詐欺被害状況は、発生件数、被害額、ともに平成 30年まで増加傾 

向にありましたが、その後減少傾向に転じています。 

（４）防犯グッズ貸出数（表４参照） 

 防犯活動を行う際の腕章貸出数は 2,276件となっています。さらに、わんパ 

ト腕章の 1,079件を加えると、合計 3,355件です。 

２ 分析 

（１）刑法犯認知件数 

   市民等による日頃の防犯活動の成果として刑法犯認知件数は減少傾向にあり

ます。しかし、近年、高齢者を狙った特殊詐欺やガスの法定点検を装った住宅

への強盗事件等、犯罪の手口が巧妙化・多様化していることから、引き続き防

犯活動を行っていく必要があります。 

（２）不審者情報件数 

  発生件数が急増していることから、犯罪の発生に繋がらないよう、引き続き 

注意喚起等を行っていく必要があります。 

（３）特殊詐欺被害状況 

  発生件数等は減少傾向にあるものの、その被害は一向に後を絶たないため、 

引き続き注意喚起等を行っていく必要があります。 

 （４）防犯グッズ貸出数 

   犯罪予防のためには、より多くの市民等による自主的な防犯活動が欠かせな

いことから、今後も積極的に市民等に呼びかけ、防犯活動を推進していく必要

があります。 

３ 課題 

上記の現状や分析を踏まえると、市民等の日頃の防犯活動により、特殊詐欺を

含む刑法犯認知件数は近年減少しています。しかしながらその一方で、不審者情

報件数は急増しているため、引き続き、防犯意識の高揚や自主防犯活動の推進を

図り、犯罪件数の増加に繋がらないよう努めていく必要があります。 

 

 
【課題】 

・防犯意識の高揚（地域における防犯意識の醸成） 

・自主防犯活動の推進（市民等の防犯活動支援） 
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（表１） 

資料：神奈川県警察ホームページの確定値を基に作成 

（表２） 

資料：鎌倉市の集計値を基に作成 
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（表４） 

（表３） 

資料：鎌倉市の集計値（令和４年３月末時点）を基に作成 

資料：所轄警察署からの提供値（暫定値）を基に作成 

被害額 件数 
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◆ 防犯主要施策の決定 

課題解決のため、次のとおり防犯主要施策を決定し、重点的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要施策 

１－１ 自主防犯活動の事例紹介 

１－２ 自主防犯活動の物品等の貸し出し 

１－３ 地域ぐるみ学校安全モデル事業 

（防犯マップの作成等） 

１－４ 声かけふれあい収集事業 

１－５ 高齢者や障害者等が犯罪被害に遭わない 

よう地域福祉活動と連携した取組支援 

 

 

主要施策 

１－１ 青少年健全育成事業 

１－２ 特殊詐欺に関わる高齢者への注意喚起 

 

主要施策 

１－１ 不審者侵入等対応マニュアルの作成及び訓練 

１－２ 消費者啓発事業 

１－３ 街路灯の設置促進 

１－４ 公衆トイレの防犯性向上 

１－５ 防犯の視点を取り入れた各種行政計画、施策 

の推進（鎌倉市子ども・子育てきらきらプラ 

ンの推進） 

１－６ 防犯の視点を取り入れた各種行政計画、施策 

の推進（再犯防止推進計画） 

１－７ 廃棄物の不法投棄の防止 

１－８ まち美化活動奨励金交付 

基本理念：地域ぐるみで犯罪の機会を与えないまち 

基本方針１ 地域防犯力の向上 

基本方針２ 防犯意識の醸成 

基本方針３ まちづくり・しくみづくり 

その他事業 

２－１ 地域住民、保護者等と連携・協力した通学路等の安全確保 

２－２ 子ども 110番（緊急避難場所等の確保）の推進 

２－３ 地域のパトロール実施 

２－４ 青少年健全育成推進街頭キャンペーンの実施 

その他事業 

２－１ 防犯アドバイザーによる相談事業等の実施 

２－２ 女性等への防犯対策 

２－３ 世代間交流事業 

２－４ ネット犯罪に関わる子どもの安全対策 

２－５ 薬物防止教室、キャンペーン 

２－６ 児童安全指導(子ども、保護者) 

２－７ 道徳教育、特別活動などを通じた教育活動 

２－８ 家庭教育力の向上 

２－９ 安全教育活動（不審者侵入、誘拐・連れ去り等訓練、教室） 

２－10 防災無線を活用した啓発活動 

２－11 青色パトロール車によるパトロールの実施 

２－12 犯罪被害者支援に関する情報の提供 

その他事業 

２－１ 緊急連絡体制づくり 

２－２ ＩＴを活用した緊急情報の提供 

２－３ 児童への防犯ブザー配布 

２－４ 安全安心まちづくり推進協議会設置 

２－５ 警察等との定例連絡会の開催 

２－６ 社会を明るくする運動 

２－７ 路上喫煙の防止 

２－８ 深夜花火の防止 

２－９ 暴力団排除の推進 

２－10 市営駐輪場の防犯対策の推進 

２－11 商店街共同施設設置費補助金、商店街街路灯等維持管理費補助事業 

２－12 地域防犯カメラ設置費補助事業 

２－13 地域防犯カメラの設置 

２－14 防犯灯維持管理の実施 

２－15 防犯灯設置、維持管理支援 

２－16 あき地の環境保全 

２－17 空き家対策事業 

２－18 落書き防止対策 

２－19 アダプトグラム 

２－20 公共施設の適正な維持管理を含めた安全点検、防犯対策 

２－21 公園・緑地・街路樹の防犯対策事業の推進、防犯の視点を取りいれ 

た各種行政計画、施策の推進 
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４ 安全・安心まちづくりの推進体制 

 

 

 

 

◆ 推進体制（基本的な役割） 

  防犯の基本は、「自らの安全は自らが守る」「地域の安全は地域で守る」です。まず、市民一

人ひとりが自ら防犯意識を持ち、防犯に取り組み、また、地域で連携・協力しながら、地域防

犯力や連帯感、結束力を高め、犯罪の機会を与えない、犯罪者を寄せ付けない地域ぐるみの活

動を推進していく必要があります。 

  このため、それぞれの取組とともに、市、警察が連携し、個人や地域の活動を積極的に支援、

協力しながら、市民、警察、行政等が一体となった取組を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動支援・協力 

情報提供 

注意喚起 

啓発活動 等 

相互協力 

情報提供 

注意喚起 

啓発活動 等 

■ 一人ひとりの防犯への取組 

■ 地域ぐるみの活動の推進 

（地域活動への貢献） 

■ 施設の防犯性向上   等 

警 察 
鎌倉警察署・大船警察署 

市 
鎌倉市役所 

■公共施設等の防犯環境整備 

■防犯灯の補助 

■防犯カメラの設置促進 等 

■犯罪捜査 

■犯人逮捕 

■被害者支援 

■再犯防止  等 

市 民 等 
市民 地域住民組織 防犯団体 観光客 企業 商店 

学校 幼稚園 保育園 その他施設 等 

 

情報提供 情報提供 
安全安心まちづくり 

推進協議会 
 

※自主防犯活動団体及び関係機関 

の代表者等で構成 
■犯罪のない安全で安心して暮らす 

ことのできるまちづくりの推進を 

目的とした基本的事項又は重要事 

項を調査・審議 

犯 罪 対 応 犯 罪 予 防 
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 ５ 令和５年度以降の事業計画 
 

 市民、警察、行政などがそれぞれの役割のもと、連携し協力しながら基本方向に基づく施策を推進していきます。 

 

 

基本方針１ 地域防犯力の向上 

 

主要施策 

事業番号 事業名 事業内容・目的 実施主体 達成目標 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

SDG‘ｓ 

関連番号 

事業目標（年度ごと） 

事業実績（年度ごと） 

達成率（％）（年度ごと） 

１－１ 
自主防犯活動の事

例紹介 

地域の自主防犯活動団体

どうしの連携・強化を図り、

全市域での防犯体制の推

進を図る。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

市民団体 

（地域のつながり課） 

地域の自主防犯団

体が共通の防犯情

報を共有し、活用を

図ることができる体

制を構築する。 

（地域のつながり課） 

防犯啓発動画を配

信し、自主防犯活

動団体に周知す

る。 

（地域のつながり課） 

自主防犯団体から

要望を受けたテー

マの動画や広報紙

で配信し、地域防犯

活動の高揚を図

る。 

 

（地域のつながり課） 

自主防犯団体の取

組み状況を周知し、

他の団体における

防犯意識の高揚を

図る。 

１７  

   

％ ％ ％ 

１－２ 
自主防犯活動の物

品等の貸し出し 

自主的な防犯活動への支

援を行うため、物品等の貸

し出しを行う。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

防犯協会 

（地域のつながり課） 

自主的な防犯活動

を効果的に実施す

るための支援を実

施する。 

（地域のつながり課） 

防犯グッズ貸出制

度の周知を推進す

る。 

（地域のつながり課） 

自主防犯活動団体

にアンケートを行

い、貸出グッズの再

検討を図る。 

（地域のつながり課） 

自主防犯活動団体

の活動内容を反映

したグッズ貸出を推

進する。 

１７ 
   

％ ％ ％ 

１－３ 

地域ぐるみ学校安

全モデル事業（防犯

マップの作成等） 

ＰＴＡ等、自治体、警察等と

の連携により、危険箇所等

を記載した安全マップを作

成し、危険回避能力等を養

うとともに、防犯意識の向

上を図る。 

学校等 

子ども 

保護者 

地域 

鎌倉市 

（教育指導課） 

（教育指導課） 

地域・家庭・関係機

関と連携し、安全マ

ップの作成や情報

交換により防犯意

識の向上を図る。 

（教育指導課） 

実施 

（教育指導課） 

実施 

（教育指導課） 

実施 

４・１１    

％ ％ ％ 

１－４ 
声かけふれあい収

集事業 

高齢者や障害者等の負担

を軽減するとともに、ごみ

の収集に当たり、職員が声

をかけて安否を確認するこ

とにより、ごみの適正収集

と福祉の推進を図る。 

鎌倉市 
（ごみ減量対策課・

環境センター） 

（ごみ減量対策課・環

境センター） 

高齢者や障害者等

のごみ出しの負担

を軽減し、安否を確

認することにより、

ごみの適正収集と

福祉の推進を図

る。 

（ごみ減量対策課・環

境センター） 

実施 

（ごみ減量対策課・環

境センター） 

実施 

（ごみ減量対策課・環

境センター） 

実施 

３・１１・１２ 
   

％ ％ ％ 

１－５ 

高齢者や障害者等

が犯罪被害に遭わ

ないよう地域福祉活

動と連携した取組支

援 

高齢者が、在宅で安心して

暮らせるよう支援する。 

鎌倉市 
（福祉総務課・地域

のつながり課） 

（福祉総務課） 

支援 

 
（地域のつながり課） 

高齢者をねらった

犯罪の発生を抑止

する。 

（福祉総務課） 

支援 

 
（地域のつながり課） 

特殊詐欺被害対策

補助制度の拡充を

図る。 

（福祉総務課） 

支援 

 
（地域のつながり課） 

特殊詐欺被害対策

補助制度を地域に

おける福祉活動に

おいて周知する。 

（福祉総務課） 

支援 

 
（地域のつながり課） 

特殊詐欺被害対策

補助制度を地域に

おける福祉活動に

おいて周知する。 

３ 

   

％ ％ ％ 
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その他事業 

事業番号 事業名 事業内容・目的 実施主体 達成目標 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

SDG‘ｓ 

関連番号 事業目標（年度ごと） 

事業実績（年度ごと） 

２－１ 

地域住民、保護者

等と連携・協力した

通学路等の安全確

保 

継続的な見守り活動を推

進していく。 

鎌倉市 
（教育指導課・地域

のつながり課） 

保護者 

学校等 

地域 

（教育指導課） 

保護者や地域と連

携し、登下校時の

継続的な見守り活

動や通学路の危険

個所点検を実施す

る。 

 
（地域のつながり課） 

不審者情報を発信

し、保護者等に対

して注意喚起を行

うことで、通学路

等における犯罪防

止に努める。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

教育委員会等と連

携し、情報発信を

行う。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

教育委員会等と連

携し、情報発信を

行う。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

教育委員会等と連

携し、情報発信を

行う。 

１１ 

   

２－２ 

子ども 110番（緊急

避難場所等の確

保）の推進 

児童生徒の緊急避難先と

しての｢子ども 110番の家｣

等の地図を配付したり、周

知方法を工夫したりする。 

保護者 

警察 

地域 

学校等 

鎌倉市 

（教育指導課） 

（教育指導課） 

各学校で機会をとら

え児童生徒及び家

庭に「子ども 110番

の家」等の周知を

図る。 

（教育指導課） 

推進 

（教育指導課） 

推進 

（教育指導課） 

推進 

１１ 

   

２－３ 
地域のパトロール

実施 

子ども関連施設を含む地

域の防犯パトロールの実

施。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり課）

青色パトロール車

で市内全域を巡回

し、犯罪の抑止力

となるよう努め

る。 

（地域のつながり課）

青色パトロール車

で市内を巡回す

る。 

 

（地域のつながり課）

青色パトロール車

で市内を巡回す

る。 

 

（地域のつながり課）

青色パトロール車

で市内を巡回す

る。 

   ５・１７ 

   

２―４ 

青少年健全育成推

進街頭キャンペー

ンの実施 

行政・学校・関係団体等と

の連携により、地域社会か

ら少年非行をなくすための

啓発活動を実施する。 

鎌倉市 

（青少年課） 
鎌倉市民生委員児

童委員協議会等各

種団体 

（青少年課） 

継続して行うことを

目的としているた

め、具体的な設定

はない。 

（青少年課） 

継続して行う。 

（青少年課） 

継続して行う。 

（青少年課） 

継続して行う。 

１１・１７ 
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基本方針２ 防犯意識の醸成 

 

主要施策 

事業番号 

 

 

 

事業名 

事業内容・目的 実施主体 達成目標 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

SDG‘ｓ 

関連番号 

事業目標（年度ごと） 

事業実績（年度ごと） 

達成率（％）（年度ごと） 

１－１ 青少年健全育成事業 

青少年の健全育成を図

るため、プランを策定し、

それに基づく事業を推進

していく。 

鎌倉市 

（青少年課） 

（青少年課） 

学校、関係機関等

と連携・協力して、

青少年の安心安全

な居場所を創出す

る。 

（青少年課） 

引き続き、子どもた

ちが多様な体験や

活動が行えるよう、

各施設の管理・運

営を行う。 

 

（青少年課） 

引き続き、子どもた

ちが多様な体験や

活動が行えるよう、

各施設の管理・運

営を行う。 

 

（青少年課） 

引き続き、子どもた

ちが多様な体験や

活動が行えるよう、

各施設の管理・運

営を行う。 

 ４・１１ 

 

   

％ ％ ％ 

１－２ 
特殊詐欺に関わる高齢

者への注意喚起 

高齢者を狙った振り込め

詐欺等に対する周知・注

意喚起をあらゆる機会を

捉えて実施する。 

警察 

防犯協会 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

金融機関 

（地域のつながり課） 

高齢者をねらった

犯罪の発生を抑止

する。 

（地域のつながり課） 

特殊詐欺被害を注

意喚起する動画を

作成し、金融機関

に提供する。 

 

（地域のつながり課） 

特殊詐欺被害対策

補助事業を金融機

関と連携して周知

する。 

（地域のつながり課） 

特殊詐欺被害対策

補助事業を金融機

関と連携して周知

する。 

１７ 
   

％ ％ ％ 

 

 

 

その他事業 

事業番号 事業名 事業内容・目的 実施主体 達成目標 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

SDG‘ｓ 

関連番号 事業目標（年度ごと） 

事業実績（年度ごと） 

２－１ 
防犯アドバイザーによ

る相談事業等の実施 

市民等から様々な防犯に

関する相談業務や防犯

活動等への支援体制を

継続するとともに、その充

実を図る。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり課） 

市民等における犯

罪予防力の向上や

防犯活動の質的向

上を図る。 

（地域のつながり課） 

市民等からの相談

に応じ、防犯対策

や防犯活動に関す

る助言を行う。 

 

（地域のつながり課） 

市民等からの相談

に応じ、防犯対策

や防犯活動に関す

る助言を行う。 

 

（地域のつながり課） 

市民等からの相談

に応じ、防犯対策

や防犯活動に関す

る助言を行う。 

 ５・１７ 

   

２－２ 女性等への防犯対策 

女性等への防犯対策に

ついて情報の収集・提供

を行う。 

鎌倉市 
（地域共生課（人

権・男女共同参画

担当）） 

（地域共生課） 

女性等への防犯対

策について情報の

収集・提供を行う。 

（地域共生課） 

啓発ポスターの掲

示やパンフレットの

配架等、情報の提

供及び犯罪対策の

情報収集を行う。 

 

（地域共生課） 

啓発ポスターの掲

示やパンフレットの

配架等、情報の提

供及び犯罪対策の

情報収集を行う。 

 

（地域共生課） 

啓発ポスターの掲

示やパンフレットの

配架等、情報の提

供及び犯罪対策の

情報収集を行う。 

 
５・１０・１１・１６ 

   

２－３ 世代間交流事業 

子どもから高齢者まで、

様々な世代が交流できる

機会の充実を図る。 

地域 

鎌倉市 

（こども支援課・

高齢者いきいき

課） 

（こども支援課） 

旧梶原子ども会館

にて、子どもたちが

自由に遊べる遊び

場を提供するほか、

子育てに関する情

報発信や情報提供

を行う。 

 
（高齢者いきいき課） 

老人福祉センター

での多世代交流事

業の実施、みらい

ふる鎌倉での三世

代交流事業の実

施。 

 

（こども支援課） 

実施 

 
（高齢者いきいき課） 

実施 

 

（こども支援課） 

実施 

 
（高齢者いきいき課） 

実施 

 

（こども支援課） 

実施 

 
（高齢者いきいき課） 

実施 

 

３・１０ 
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２－４ 
ネット犯罪に関わる子

どもの安全対策 

児童生徒を対象としたハ

イテク犯罪の実情とその

安全対策について充実す

る。 

鎌倉市 
（教育指導課・地

域のつながり課） 

学校等 

保護者 

（教育指導課） 

市立小・中学校に

おいて児童生徒対

象とした携帯電話

教室やサイバー犯

罪防止教室を実施

する。 

 
（地域のつながり課） 

教育委員会と連携

し、犯罪被害の予

防に努める。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

学校からの依頼に

基づき、啓発教室

を実施する。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

学校からの依頼に

基づき、啓発教室

を実施する。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

学校からの依頼に

基づき、啓発教室

を実施する。 ４・１１・１６ 

   

２－５ 
薬物防止教室、キャン

ペーン 

すべての中学校におい

て、年に１回は薬物乱用

防止教室を開催するよう

努めるとともに、実情に

応じて小学校においても

薬物乱用防止教室の開

催に努める。 

鎌倉市 
（教育指導課・地

域のつながり課） 

学校等 

保護者 

（教育指導課） 

市立小・中学校に

おいて、薬物乱用

防止教室を実施す

る。 

 
（地域のつながり課） 

教育委員会と連携

し、薬物使用の防

止に努める。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

学校からの依頼に

基づき、啓発教室

を実施する。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

学校からの依頼に

基づき、啓発教室

を実施する。 

（教育指導課） 

実施 

 
（地域のつながり課） 

学校からの依頼に

基づき、啓発教室

を実施する。 
３・４ 

   

２－６ 
児童安全指導(子ども、

保護者) 

児童が不審者等からの

暴力に対して、身を守る

ことができるようにすると

ともに、安心して安全な

学校生活を送ることがで

きるようにする。 

鎌倉市 

（教育指導課） 

学校等 

（教育指導課） 

市立小学校第１学

年児童に対して、安

全指導教室を実施

する。 

（教育指導課） 

実施 

（教育指導課） 

実施 

（教育指導課） 

実施 

４・１１ 

   

２－７ 
道徳教育、特別活動な

どを通じた教育活動 

児童生徒が秩序を守りな

がら集団の中で切磋琢磨

できるような規範意識の

育成等を図るための教育

活動を行う。 

鎌倉市 

（教育指導課） 

学校等 

（教育指導課） 

教育活動全体を通

じて児童生徒の規

範意識の育成等を

道徳教育を中心に

実施する。 

（教育指導課） 

実施 

（教育指導課） 

実施 

（教育指導課） 

実施 

４・１６ 

   

２－８ 家庭教育力の向上 

家庭・学校・地域における

青少年の非行にかかわ

る問題意識の共有化を

図る。家庭教育の重要性

や子どもに対するしつけ

の大切さを再認識しても

らう。学校の非行防止・犯

罪被害防止に係る取組

や児童生徒の現状、地域

における子どもの健全育

成に係る取組への理解を

深める。  

鎌倉市 

（教育指導課） 

保護者 

（教育指導課） 

学校が家庭や地域

と連携し、児童生徒

の現状、非行にか

かわる問題の共有

化や学校での取組

の理解を図る。 

（教育指導課） 

推進・充実 

（教育指導課） 

推進・充実 

（教育指導課） 

推進・充実 

４・１１・１６ 

   

２－９ 

安全教育活動（不審者

侵入、誘拐・連れ去り等

訓練、教室） 

学校等における防犯教

室、防犯訓練の実施の定

着を図る。 

学校等 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 
保護者 

地域 

（地域のつながり課） 

市内こども関連施

設において安全教

育活動を幅広く展

開することで、犯罪

被害の予防に努め

る。 

（地域のつながり課） 

安全教育活動を実

施する。 

（地域のつながり課） 

安全教育活動を実

施する。 

（地域のつながり課） 

安全教育活動を実

施する。 

 

 

 

 

５ 
   

２－10 
防災行政用無線を活用

した啓発活動 

子どもの見守り活動を継

続させていく必要がある

ため、継続した放送活動

を実施する。 

鎌倉市 

（総合防災課） 

（総合防災課） 

「夕焼け小焼け」の

ﾒﾛﾃﾞｨを毎日放送す

る。 

（総合防災課） 

毎日放送する。 

（総合防災課） 

毎日放送する。 

（総合防災課） 

毎日放送する。 

１１ 
   

２－11 
青色パトロール車によ

るパトロールの実施 

青色パトロール車を走行

させることにより、犯罪の

抑止及び市民への防犯

意識の高揚を図る。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 
自主防犯活団体 

（地域のつながり課） 

青色パトロール車

で市内全域を巡回

し、犯罪の抑止力と

なるよう努める。 

（地域のつながり課） 

青色パトロール車

で市内巡回を行う。 

（地域のつながり課） 

青色パトロール車

で市内巡回を行う。 

（地域のつながり課） 

青色パトロール車

で市内巡回を行う。 

５・１７ 

   

２－12 
犯罪被害者支援に関す

る情報の提供 

犯罪被害者支援に関す

る情報の提供を行う。 

警察 

鎌倉市 
（地域共生課（人

権・男女共同参画

担当、くらしと福祉

の相談担当）・こ

ども相談課・地域

のつながり課等） 

（地域共生課・こども

相談課・地域のつなが

り課） 

法律相談やカウン

セリングなどの犯罪

被害者支援制度に

係る情報を窓口で

配架するなど、情報

発信に努めます。ま

た、支援相談が必

要な場合は、関係

機関につなぎます。 

（地域共生課） 

啓発ポスターの掲

示やパンフレットの

配架等、犯罪被害

者支援に関する情

報の提供を行う。 

 
（こども相談課・地域

のつながり課） 

犯罪被害者支援制

度に係る情報発信

を行うとともに、状

況に応じて関係機

関につなぎます。 

 

（地域共生課） 

啓発ポスターの掲

示やパンフレットの

配架等、犯罪被害

者支援に関する情

報の提供を行う。 

 
（こども相談課・地域

のつながり課） 

犯罪被害者支援制

度に係る情報発信

を行うとともに、状

況に応じて関係機

関につなぎます。 

 

（地域共生課） 

啓発ポスターの掲

示やパンフレットの

配架等、犯罪被害

者支援に関する情

報の提供を行う。 

 
（こども相談課・地域

のつながり課） 

犯罪被害者支援制

度に係る情報発信

を行うとともに、状

況に応じて関係機

関につなぎます。 

 

５・１６ 
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基本方針３ まちづくり・しくみづくり 

 

主要施策 

事業番号 事業名 事業内容・目的 事業主体 達成目標 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

SDG‘ｓ 

関連番号 

事業目標（年度ごと） 

事業実績（年度ごと） 

達成率（％）（年度ごと） 

１－１ 
不審者侵入等対応マニ

ュアルの作成及び訓練 

マニュアルを作成し、職

員をはじめ関係者への周

知徹底を図る。また、訓

練に当たっては、関係機

関、地域住民等との連携

も図りながら実施する。 

鎌倉市 
（保育課・青少年

課・ 教育指導

課・発達支援室） 

各施設 

（保育課） 

関係機関、地域住

民等と連携しながら

訓練を行う。 

 

（青少年課） 

子どもの家におい

て、防犯に関するマ

ニュアルを策定し、

定期的な訓練を行う

とともに、地域ぐる

みの安全確保に努

める。 

 

（教育指導課） 

市立小・中学校にて

不審者対応マニュ

アルの作成及び関

係機関と協力した不

審者侵入対応訓練

を実施する。 

 

（発達支援室） 

マニュアルを作成

し、職員をはじめ関

係者への周知徹底

を図る。また、訓練

に当たっては、関係

機関、地域住民等と

の連携も図りながら

実施する。 

 

（保育課） 

充実 

 

（青少年課） 

推進・充実 

 

（教育指導課） 

推進・充実 

 

（発達支援室） 

あおぞら園で指定

管理者が、不審者

対応マニュアルを

職員間で共有し、訓

練を実施。 

 

（保育課） 

充実 

 

（青少年課） 

推進・充実 

 

（教育指導課） 

推進・充実 

 

（発達支援室） 

あおぞら園で指定

管理者が、不審者

対応マニュアルを

職員間で共有し、訓

練を実施。 

 

（保育課） 

充実 

 

（青少年課） 

推進・充実 

 

（教育指導課） 

推進・充実 

 

（発達支援室） 

あおぞら園で指定

管理者が、不審者

対応マニュアルを

職員間で共有し、訓

練を実施。 

 ４・１１・１７ 
 

   

％ ％ ％ 

１－２ 消費者啓発事業 

消費者被害の未然防止

のために、関係団体、関

係各課と連携して啓発に

取り組む。 

鎌倉市 
（地域共生課 

消費生活担当） 

（地域共生課） 

消費者被害の未然

防止のために、関係

団体、関係各課と連

携して啓発に取り組

む。 

（地域共生課） 

くらし見守りネットワ

ークの推進等、消

費者被害の未然防

止のために、関係

団体、関係各課と

連携して啓発に取

り組む。 

 

（地域共生課） 

くらし見守りネットワ

ークの推進等、消

費者被害の未然防

止のために、関係

団体、関係各課と

連携して啓発に取

り組む。 

 

（地域共生課） 

くらし見守りネットワ

ークの推進等、消

費者被害の未然防

止のために、関係

団体、関係各課と

連携して啓発に取

り組む。 

 ４・１２ 

   

％ ％ ％ 

１－３ 街路灯の設置促進 

夜間等の通行車両及び

歩行者の安全対策を図

る。 

鎌倉市 
（道水路管理課） 

（道水路管理課） 

街路照明灯の新設

及び既に設置してあ

る街路照明灯の管

理を行い、安全な通

行を確保する。 

（道水路管理課） 

街路照明灯の新設

及び既に設置して

ある街路照明灯の

適切な維持管理を

行う。 

 

（道水路管理課） 

街路照明灯の新設

及び既に設置して

ある街路照明灯の

適切な維持管理を

行う。 

 

（道水路管理課） 

街路照明灯の新設

及び既に設置して

ある街路照明灯の

適切な維持管理を

行う。 

 

１１ 

   

％ ％ ％ 

１－４ 
公衆トイレの防犯性向

上 

防犯の視点を取り入れた

公衆トイレの整備に努め

る。 

鎌倉市 

（観光課） 

（観光課） 

公衆トイレの整備に

あたって LED照明を

導入することで、犯

罪等の抑制に資す

る。 

（観光課） 

大船駅東口トイレの

設計 

（観光課） 

大船駅東口トイレの

整備 

（観光課） 

覚園寺の公衆トイレ

の設計 

７    

％ ％ ％ 
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１－５ 

防犯の視点を取り入れた

各種行政計画、施策の

推進（鎌倉市子ども・子

育てきらきらプランの推

進） 

基本目標の 1つとして「子

どもの権利や安全の確

保」を設定し、子どもを事

故や犯罪の被害から守

り、安全で安心できるまち

を目指す。 

鎌倉市 

（こども支援課） 

（こども支援課） 

第２期鎌倉市子ど

も・子育てきらきらプ

ラン基本目標３子ど

もの権利や安全の

確保の主要施策

（２）子どもの安全性

の確保についてのと

おり、事件や事故の

危険から子どもを守

り、安全・安心な生

活を送ることができ

るよう、各施策の推

進を行う。 

 

（こども支援課） 

鎌倉市子ども・子育

てきらきらプラン及

び、子どもがのびの

びと自分らしく育つ

まち鎌倉条例の推

進 

 

（こども支援課） 

鎌倉市子ども・子育

てきらきらプラン及

び、子どもがのびの

びと自分らしく育つ

まち鎌倉条例の推

進 

 

（こども支援課） 

鎌倉市子ども・子育

てきらきらプラン及

び、子どもがのびの

びと自分らしく育つ

まち鎌倉条例の推

進 

  

１１ 

   

％ ％ ％ 

１－６ 

防犯の視点を取り入れた

各種行政計画、施策の

推進（再犯防止推進計

画） 

保護観察対象者を市で雇

用する制度の利用促進

及び充実を図り、引き続

き就労機会の提供に取り

組む。また、取組みを広く

紹介していくことで、犯罪

や非行をした人達の就労

機会の確保を図る。 

鎌倉市 

（生活福祉課） 

（生活福祉課） 

１人 

（生活福祉課） 

１人 

（生活福祉課） 

１人 

（生活福祉課） 

１人 

１・１０ 
   

％ ％ ％ 

犯罪や非行の防止と罪を

犯した人の更生について

理解を深めるため、更正

保護に携わる団体、民生

委員・児童委員、自治会・

町内会、警察、教育委員

会等と連携し、「社会を明

るくする運動」を推進す

る。 

鎌倉市 

（生活福祉課） 

（生活福祉課） 

推進 

（生活福祉課） 

推進 

（生活福祉課） 

推進 

（生活福祉課） 

推進 

１・１０ 
   

％ ％ ％ 

保護司が保護観察対象

者と面談する場所を提供

するなど、保護司等の民

間ボランティアへの協力

を実施する。 

鎌倉市 

（生活福祉課） 

（生活福祉課） 

70回 

（保護観察対象者へ

の面談場所（市関連

施設）の利用回数） 

（生活福祉課） 

70回 

（生活福祉課） 

70回 

（生活福祉課） 

70回 

１・１０ 
   

％ ％ ％ 

住居宅確保給付金制度

の活用や居住支援協議

会を通じた不動産店への

働きかけにより、出所者

の住居確保を支援する。 

鎌倉市 

（生活福祉課） 

（生活福祉課） 

実施 

（生活福祉課） 

実施 

（生活福祉課） 

実施 

（生活福祉課） 

実施 

１・１０ 
   

％ ％ ％ 

刑務所・少年院出所後の

支援としての医療・福祉

サービスの利用を促進す

る。 

鎌倉市 

（生活福祉課） 

（生活福祉課） 

促進 

（生活福祉課） 

促進 

（生活福祉課） 

促進 

（生活福祉課） 

促進 

１・１０ 
   

％ ％ ％ 

１－７ 
廃棄物の不法投棄の防

止 

定期的な監視・回収等に

よって、廃棄物の不法投

棄がされにくい環境を維

持し、生活環境の保全を

推進する。 

市民 

事業者 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

不法投棄への対応

率（％） 

（環境保全課） 

100％ 

（環境保全課） 

100％ 

（環境保全課） 

100％ 

１１・１４・１７ 
   

％ ％ ％ 

１－８ 
まち美化活動奨励金交

付 

自治町内会が自発的か

つ継続的に行う美化活動

に対して奨励金を交付す

ることによって、まち美化

活動を支援し、快適な生

活環境を保全する。 

市民 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

自発的かつ継続的

に行う美化活動に

対して奨励金を交

付することによっ

て、まち美化活動を

支援し、快適な生活

環境を保全する。 

（環境保全課） 

まち美化活動の 

推進 

（環境保全課） 

まち美化活動の 

推進 

（環境保全課） 

まち美化活動の 

推進 

１１・１４・１７ 
   

％ ％ ％ 
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その他事業 

事業番号 事業名 事業内容・目的 事業主体 達成目標 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

SDG‘ｓ 

関連番号 事業目標（年度ごと） 

事業実績（年度ごと） 

２－１ 緊急連絡体制づくり 
より確実な連絡体制の

実現を図る。 

鎌倉市 
（教育指導課・地域のつな

がり課） 
警察 

（教育指導課・地域

のつながり課） 

関係機関と連携

し、緊急時におけ

る連絡体制の確

立及び、防犯情

報の発信の充実

を図る。 

（教育指導課・地域の

つながり課） 

推進・充実 

（教育指導課・地域の

つながり課） 

推進・充実 

（教育指導課・地域の

つながり課） 

推進・充実 

５・１７ 

   

２－２ 
ＩＴを活用した緊急情報

の提供 

犯罪、災害発生又はそ

の恐れがある場合など

の緊急情報について、

携帯電話などのＩＴを活

用した緊急情報提供シ

ステムの導入を図り、

市内全体の緊急連絡

体制を整備し、市民の

安全確保を図る。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり

課） 

防災・安全情報メ

ール、ツイッター、

市ホームページ

等を活用し、確実

かつ速やかな情

報発信に努める。 

（地域のつながり課） 

ITを活用した迅速

な情報発信を行う。 

（地域のつながり課） 

ITを活用した迅速

な情報発信を行う。 

（地域のつながり課） 

ITを活用した迅速

な情報発信を行う。 

５・１７ 

   

２－３ 
児童への防犯ブザー配

布 

入学児童に防犯ブザー

を配布し、常時携行さ

せることによって、児童

の登下校時の安全確

保を図る。 

鎌倉市 
（こども支援課・教育総

務課・発達支援室・保育

課） 

（こども支援課・保

育課・発達支援

室・教育総務課） 

鎌倉市内の幼稚

園、保育園及びあ

おぞら園卒園児

並びに小学校の

新入学児童に防

犯ブザーを配布

する。 

（こども支援課・保

育課・発達支援室・

教育総務課） 

防犯ブザーの配布 

 

（こども支援課・保

育課・発達支援室・

教育総務課） 

防犯ブザーの配布 

 

（こども支援課・保

育課・発達支援室・

教育総務課） 

防犯ブザーの配布 

 
１１・１７ 

 

 

   

２－４ 
安全安心まちづくり推進

協議会設置 

全市的な関係組織から

なる協議会により、連

携、協調体制を図る。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり

課） 

防犯に関する情

報の共有等を行

い、安全で安心な

まちづくりを推進

する。 

（地域のつながり課） 

協議会を開催する。 

（地域のつながり課） 

協議会を開催する。 

（地域のつながり課） 

協議会を開催する。 

５・１７ 

   

２－５ 
警察等との定例連絡会

の開催 

情報交換、協議等を行

い、適切な普及啓発事

業を推進する。 

警察 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり

課） 

所轄警察署と連

携を図り、犯罪の

予防に努める。 

（地域のつながり課） 

定例的に連絡会を

開催する。 

（地域のつながり課） 

定例的に連絡会を

開催する。 

（地域のつながり課） 

定例的に連絡会を

開催する。 

５・１７ 

   

２－６ 社会を明るくする運動 

犯罪や非行の防止と罪

を犯した人の更生につ

いて理解を深めるた

め、保護司と連携した

運動のを推進する。 

保護司会 

鎌倉市 

（生活福祉課） 
その他関係団体 

（生活福祉課） 

推進 

（生活福祉課） 

推進 

（生活福祉課） 

推進 

（生活福祉課） 

推進 

１０ 

   

２－７ 路上喫煙の防止 

路上喫煙防止の指導

啓発等によって、路上

喫煙による被害の防止

及びにまちの美化を図

り、快適な生活環境を

保持する。 

市民 

事業者 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

路上喫煙による

被害の防止並び

にまちの美化を図

り、快適な生活環

境を保持する。 

（環境保全課） 

まち美化活動の推

進 

（環境保全課） 

まち美化活動の推

進 

（環境保全課） 

まち美化活動の推

進 

１１・１４・１７ 

   

２－８ 深夜花火の防止 

深夜花火防止の指導

啓発等によって、地域

の静穏を保持し、快適

な生活環境を保全す

る。 

市民 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

地域の静穏を保

持し、快適な生活

環境を保全する。 

（環境保全課） 

条例の周知・深夜

パトロールの実施 

（環境保全課） 

条例の周知・深夜

パトロールの実施 

（環境保全課） 

条例の周知・深夜

パトロールの実施 

１１・１４・１７ 
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２－９ 暴力団排除の推進 
社会全体で暴力団排除

を推進していく。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 
市民 

事業者 

（地域のつながり課） 

暴力団排に関する

情報を発信し、機

運の醸成を図る。 

（地域のつながり課） 

市ホームページ等

により情報発信を

行う。 

（地域のつながり課） 

市ホームページ等

により情報発信を

行う。 

（地域のつながり課） 

市ホームページ等

により情報発信を

行う。 
１７ 

 

   

２－10 
市営駐輪場の防犯対策

の推進 

市営駐輪場への防犯

灯及び防犯カメラ等の

防犯対策を講ずる。 

鎌倉市 

（都市計画課） 

（都市計画課） 

市営駐輪場の

防犯灯・防犯カ

メラの維持管理

を行ない、防犯

対策に努める。 

（都市計画課） 

市営駐輪場の防犯

灯・防犯カメラの維

持管理を行なう。 

（都市計画課） 

市営駐輪場の防犯

灯・防犯カメラの維

持管理を行なう。 

（都市計画課） 

市営駐輪場の防犯

灯・防犯カメラの維

持管理を行なう。 

１１ 

   

２－11 

商店街共同施設設置費

補助金、商店街街路灯

等維持管理費補助事業 

街を明るくすることによ

り夜間の通行の安全性

を高め、防犯に寄与す

る。 

鎌倉市 

（商工課） 

（商工課） 

街路灯のＬＥＤ化

率 100％ 

（商工課） 

街路灯及び防犯カ

メラ設置費助成 

商店街街路灯電気

使用料助成 

 

（商工課） 

街路灯及び防犯カ

メラ設置費助成 

商店街街路灯電気

使用料助成 

 

（商工課） 

街路灯及び防犯カ

メラ設置費助成 

商店街街路灯電気

使用料助成 

 ８ 

   

２－12 
地域防犯カメラ設置費

補助事業 

地域における犯罪の抑

止を目的に公共空間を

撮影する防犯カメラの

設置について支援す

る。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの設置

を促進し、犯罪防

止の環境整備に

努める。 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの新設

等に対して補助を

行う。 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの新設

等に対して補助を

行う。 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの新設

等に対して補助を

行う。 

５・１７ 

   

２－13 地域防犯カメラの設置 

市が防犯カメラを設置

していくことについて、

先進事例を参考にしな

がら検討する。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの設置に

向けた検討を進め、

安全で安心なまちづ

くりを推進する。 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの設置を検

討 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの設置を検

討 

（地域のつながり課） 

防犯カメラの設置を検

討 

５・１７    

２－14 防犯灯維持管理の実施 

犯罪抑止や交通事故

防止のため、市で管理

する防犯灯の維持管理

を実施する。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり課） 

防犯灯の適切な

維持管理を継続

し、犯罪防止の環

境整備に努める。 

（地域のつながり課） 

防犯灯の維持管理

を行う。 

（地域のつながり課） 

防犯灯の維持管理

を行う。 

（地域のつながり課） 

防犯灯の維持管理

を行う。 

５・１７ 

   

２－15 
防犯灯設置、維持管理

支援 

犯罪抑止や交通事故

防止のため、地域で取

り組む防犯灯について

支援する。 

鎌倉市 
（地域のつながり課） 

（地域のつながり課） 

自治・町内会等が

管理する防犯灯を

支援することによ

り、犯罪防止の環

境整備に努める。 

（地域のつながり課） 

防犯灯の設置等に

対して補助を行う。 

（地域のつながり課） 

防犯灯の設置等に

対して補助を行う。 

（地域のつながり課） 

防犯灯の設置等に

対して補助を行う。 

５・１７ 

   

２－16 あき地の環境保全 

不良状態になっている

あき地の所有者等へ改

善を指導することによっ

て、あき地の適正な維

持管理を促し、快適な

生活環境を確保する。 

市民 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

あき地の適正な

維持管理を促し、

快適な生活環境

を確保する。 

（環境保全課） 

適正な空き地管理

を要請 

（環境保全課） 

適正な空き地管理

を要請 

（環境保全課） 

適正な空き地管理

を要請 

１１・１４・１７ 

   

２－17 空き家対策事業 

犯罪・災害等を防止す

るため、適正な空き家

管理を要請する。 

鎌倉市 
（都市整備総務課・ 

地域のつながり課） 

（地域のつながり課） 

青色パトロール車

で地域を巡回し、

空き家の犯罪発

生の抑制に努め

る。 

（地域のつながり課） 

防犯パトロールを実

施する。 

（地域のつながり課） 

防犯パトロールを実

施する。 

（地域のつながり課） 

防犯パトロールを実

施する。 

１１ 

   

２－18 落書き防止対策 

落書きを防止すること

によって、まちの美観

及び良好な都市景観を

保持し、快適な生活環

境を実現する。 

市民 

事業者 

関係団体 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

まちの美観及び

良好な都市景観

を保持し、快適な

生活環境を実現

する。 

（環境保全課） 

落書き防止への取

組みを実施、支援 

（環境保全課） 

落書き防止への取

組みを実施、支援 

（環境保全課） 

落書き防止への取

組みを実施、支援 

１１・１４・１７ 
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２－19 アダプトプログラム 

市民団体との覚書を交

わし、行政が清掃用具

の支給等の支援を、市

民団体が自主的に清

掃活動を行うことによっ

て、まちの美化を推進

する。 

市民 

鎌倉市 

（環境保全課） 

（環境保全課） 

アダプトプログラ

ム団体数（団体） 

（環境保全課） 

20団体 

 

（環境保全課） 

20団体 

 

（環境保全課） 

20団体 

 

１１・１４・１７ 
   

２－20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の適正な維持

管理を含めた安全点

検、防犯対策 

小学校に学校警備員を

配置し、校内への不審

者の侵入を未然に防い

で学校の安全を確保す

る。 

鎌倉市 

（学校） 

（学校施設課） 

小学校内への不

審者の侵入を未

然に防いで学校

の安全を確保す

る。 

（学校施設課） 

日常点検・定期点

検の実施 

（学校施設課） 

日常点検・定期点

検の実施 

（学校施設課） 

日常点検・定期点

検の実施 

１６ 

   

「園児の安全を守る」こ

とを目標に、施設の安

全管理の徹底を図る。 

保育園 

（保育課） 

施設の安全管理

を徹底する。 

（保育課） 

安全管理の徹底 

（保育課） 

安全管理の徹底 

（保育課） 

安全管理の徹底 

１１ 

   

園外散歩時の安全を確

保する。 
保育園 

（保育課） 

園外散歩時の安

全を確保する。 

（保育課） 

運用 

（保育課） 

運用 

（保育課） 

運用 

１１ 

   

不審者が侵入する等の

緊急時に、全ての指導

員が適切な対応をと

り、児童の安全確保を

図れるようにする。 

鎌倉市 
（子ども会館、子どもの家） 

（青少年課） 

継続して行うこと

を目的としている

ため、具体的な設

定はない。 

（青少年課） 

継続して行う。 

（青少年課） 

継続して行う。 

（青少年課） 

継続して行う。 

１１・１７ 

   

利用者の安全確保を図

る。 
鎌倉市 
（子育て支援センター） 

（こども相談課） 

施設の安全点検

等適切な維持管

理を実施した。 

（こども相談課） 

施設の安全点検等

適切な維持管理を

実施し、利用者の

安全確保を図る。 

（こども相談課） 

施設の安全点検等

適切な維持管理を

実施し、利用者の

安全確保を図る。 

（こども相談課） 

施設の安全点検等

適切な維持管理を

実施し、利用者の

安全確保を図る。 

３ 

   

利用者が安心して利用

できる安全な施設の維

持管理。 

鎌倉市 

（スポーツ施設） 

（スポーツ課） 

施設の安全点検

等適切な維持管

理を実施。 

（スポーツ課） 

施設の安全点検等

適切な維持管理を

実施し、利用者の

安全確保を図る。 

 

（スポーツ課） 

施設の安全点検等

適切な維持管理を

実施し、利用者の

安全確保を図る。 

 

（スポーツ課） 

施設の安全点検等

適切な維持管理を

実施し、利用者の

安全確保を図る。 

 

１２ 

   

利用者の安全対策の

徹底等施設の安全体

制の確認と検証 

館内施設の安全対策

に漏れがないか適宜点

検・検証する。 

鎌倉市 

（図書館） 

（中央図書館） 

来館児童の安全

対策の徹底と点

検・検証を行う。 

（中央図書館） 

安全対策の徹底と

点検・検証を行い、

来館児童の安全を

確保する。 

（中央図書館） 

安全対策の徹底と

点検・検証を行い、

来館児童の安全を

確保する。 

（中央図書館） 

安全対策の徹底と

点検・検証を行い、

来館児童の安全を

確保する。 

４・１６ 

   

学習施設全体の適正な

維持管理を含めた安全

点検、防犯対策を含め

た体制を維持する。 

鎌倉市 

（生涯学習センター） 

（生涯学習課） 

対策の充実（指定

管理者による維

持管理） 

（生涯学習課） 

対策の充実（指定

管理者による維持

管理） 

（生涯学習課） 

対策の充実（指定

管理者による維持

管理） 

（生涯学習課） 

対策の充実（指定

管理者による維持

管理） 

４・５ 
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市営住宅の安全な維持

管理。 

鎌倉市 

（市営住宅） 

（都市整備総務課） 

市営住宅の安全

な維持管理を図

る。 

（福祉総務課） 

指定管理者による

維持管理（毎月の

定期点検実施） 

（福祉総務課） 

指定管理者による

維持管理（毎月の

定期点検実施） 

（福祉総務課） 

指定管理者による

維持管理（毎月の

定期点検実施） 

１１ 

   

利用者の理解を得なが

ら防犯カメラを設置し、

防犯対策の向上を図

る。他の公共施設との

バランスを考慮し進め

る。 

鎌倉市 

（芸術館） 

（文化課） 

利用者が安心し

て利用できるよ

う、指定管理者と

連携し、対策を実

施する。 

（文化課） 

対策の実施 

（文化課） 

対策の実施 

（文化課） 

対策の実施 

１１    

利用者が安心して利用

できる施設を維持する

ため、施設の安全点検

等、適切な維持管理を

実施する。 

鎌倉市 

（老人福祉センター） 

（高齢者いきいき課） 
施設の安全点検

等、適切な維持管

理を実施する。 

（高齢者いきいき課） 

施設の安全点検

等、適切な維持

管理を実施する。 

 

（高齢者いきいき課） 

施設の安全点検

等、適切な維持管

理を実施する。 

 

（高齢者いきいき課） 

施設の安全点検

等、適切な維持管

理を実施する。 

 

１１ 

   

２－21 

公園・緑地・街路樹の防

犯対策事業の推進、防

犯の視点を取りいれた

各種行政計画、施策の

推進 

公園内での犯罪及び事

故防止等のため、樹木

の剪定等を実施し死角

をつくらないようにす

る。 

都市公園＝指定管理

者 

児童遊園等＝(公財)

鎌倉市公園協会 

緑地・街路樹＝行政

（みどり公園課） 

（みどり公園課） 

樹木の剪定等 

（みどり公園課） 

樹木の剪定等 

（みどり公園課） 

樹木の剪定等 

（みどり公園課） 

樹木の剪定等 

１１ 
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６ 参考資料  

 
鎌倉市犯罪のない安全安心まちづくり推進条例 

平成23年３月31日条例第18号 

（目的） 

第１条 この条例は、犯罪被害の防止等について、市の責務並びに市民、自主防犯活動団体、事業者及

び土地所有者等の役割を明らかにするとともに、防犯意識の高揚と自主的な防犯活動の推進を図り、

もって犯罪のない安全で安心して暮らすことができるまちづくりの実現に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

(１) 市民 市内に居住し、又は滞在する者をいう。 

(２) 自主防犯活動団体 自主的な防犯活動を行っている団体をいう。 

(３) 土地所有者等 市内に土地、建物その他の工作物を所有し、管理し、又は占有する者をいう。 

（基本理念） 

第３条 市及び市民等（市民、自主防犯活動団体、事業者及び土地所有者等をいう。以下同じ。）は、

自立の精神及び相互扶助の精神に支えられた良好な地域社会の形成の必要性を認識し、それぞれの責

務及び役割を果たし、犯罪のない安全で安心して暮らすことができるまちづくりを推進するものとす

る。 

２ 市及び市民等は、地域の状況及び地域住民の意向を踏まえ、犯罪のない安全で安心して暮らすこと

ができるまちづくりについて、それぞれの役割の中で互いに連携し協力して推進するものとする。 

３ 市及び市民等は、自由と権利を不当に侵害しないように配慮し、犯罪のない安全で安心して暮らす

ことができるまちづくりを推進するものとする。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、次に掲げる事項に

ついて必要な施策を実施するものとする。 

(１) 防犯意識の高揚を図るための啓発及び広報活動 

(２) 自主的な防犯活動に対する用具の提供及び犯罪被害防止のための助言等 

(３) 犯罪を起こさせにくい視点を取り入れたまちづくりへの施策実施による環境整備 

(４) 前各号に掲げるもののほか、この条例の目的を達成するために必要な事項 

２ 市は、前項の施策の実施に当たっては、次に掲げる事項について十分配慮するものとする。 

(１) 子ども及び高齢者等の安全の確保 

(２) 地域の実情及び特性に応じた安全性の向上 

(３) 市民等及び関係機関等との連携 

（市民の役割） 

第５条 市民は、基本理念にのっとり、日常生活において自ら安全の確保に努め、地域における防犯活

動に自主的に取り組み、市、自主防犯活動団体、事業者、土地所有者等及び関係機関等と連携し、犯

罪のない安全で安心なまちづくりの推進に努めるものとする。 

（自主防犯活動団体の役割） 

第６条 自主防犯活動団体は、地域社会を構成する一員としての自覚を認識し、地域の実情及び特性に

応じた活動を通じ、市、市民、事業者、土地所有者等及び関係機関等と連携し、犯罪のない安全で安

心なまちづくりの推進に努めるものとする。 

（事業者の役割） 

第７条 事業者は、基本理念にのっとり、所有又は管理する施設及び事業活動に関し、自ら安全の確保

に努め、地域社会を構成する一員としての自覚を認識し、市、市民、自主防犯活動団体、土地所有者

等及び関係機関等と連携し、犯罪のない安全で安心なまちづくりの推進に努めるものとする。 

（土地所有者等の役割） 

第８条 土地所有者等は、基本理念にのっとり、所有し、管理し、又は占有する土地、建物その他の工

作物に関し、自ら安全の確保に努め、市、市民、自主防犯活動団体、事業者及び関係機関等と連携し、

犯罪のない安全で安心なまちづくりの推進に努めるものとする。 

（計画の策定） 

第９条 市長は、犯罪のない安全で安心して暮らすことができるまちづくりを総合的かつ計画的に推進

するため、鎌倉市安全安心まちづくり推進計画を策定するものとする。 
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（安全安心まちづくり推進協議会の設置） 

第10条 市長の附属機関として鎌倉市安全安心まちづくり推進協議会（以下「協議会」という。）を置

く。 

２ 協議会は、犯罪のない安全で安心して暮らすことができるまちづくりの推進を目的とした基本的事

項又は重要事項を調査し、審議するものとする。 

３ 協議会は、委員22人以内をもって組織する。 

４ 委員は、自主防犯活動団体及び関係機関等の代表者並びに市職員のうちから、市長が委嘱し、又は

任命する。 

５ 委員の任期は、３年とする。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

６ 委員は、再任されることができる。 

７ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営について必要な事項は、規則で定める。 

（委任） 

第11条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

付 則（抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成23年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成20年６月５日に策定された鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランは、第９条の規定により定

められた鎌倉市安全安心まちづくり推進計画とみなす。 
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鎌倉市安全安心まちづくり推進協議会規則 

平成23年３月31日規則第32号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、鎌倉市犯罪のない安全安心まちづくり推進条例（平成23年３月条例第18号）によ

り設置された鎌倉市安全安心まちづくり推進協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関

し、必要な事項を定めるものとする。 

（会長等） 

第２条 協議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、協議会を代表し、会務を総務する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第３条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（意見の聴取） 

第４条 協議会は、その所掌事務について、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意

見を求めることができる。 

（幹事） 

第５条 協議会に幹事若干名を置く。 

２ 幹事は、市職員のうちから市長が任命し、協議会の所掌事務について、委員を補佐する。 

（庶務） 

第６条 協議会の庶務は、この協議会の所掌事務を所管する課等において処理する。 

（委任） 

第７条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定め

る。 

付 則 

この規則は、平成23年４月１日から施行する。 
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鎌倉市暴力団排除条例 

平成23年10月６日条例第11号 

（目的） 

第１条 この条例は、暴力団排除について、基本理念を定め、市の責務並びに市民及び事業者の役割を

明らかにするとともに、暴力団排除を推進するために必要な事項を定めることにより、暴力団排除に

関する施策の総合的な推進を図り、もって安全で安心して暮らすことができる社会の実現に資するこ

とを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

(１) 暴力団排除 暴力団員による不当な行為を防止し、及びこれにより事業活動又は市民生活に生

じた不当な影響を排除することをいう。 

(２) 暴力団 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号。以下「法」

という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。 

(３) 暴力団員 法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。 

(４) 暴力団員等 暴力団員又は暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者をいう。 

(５) 暴力団経営支配法人等 法人でその役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに

準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、法人に対し業務

を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するものと認めら

れる者を含む。）のうちに暴力団員等に該当する者があるもの及び暴力団員等が出資、融資、取引

その他の関係を通じてその事業活動に支配的な影響力を有する者をいう。 

（基本理念） 

第３条 暴力団排除は、暴力団が事業活動又は市民生活に不当な影響を生じさせる存在であるという認

識の下に、暴力団を恐れないこと、暴力団に協力しないこと及び暴力団を利用しないことを旨とし、

市、県、他の市町村、事業者、市民及び暴力団排除に自主的に取り組む団体が相互に連携し、及び協

力して推進されなければならない。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、暴力団排除に関す

る総合的な施策を策定し、及び実施するものとする。 

２ 市は、前項の施策の実施に当たっては、暴力追放運動推進センター（法第32条の３第１項の規定に

より公安委員会から指定を受けた者をいう。）との密接な連携を図るよう努めるものとする。 

３ 市は、県が行う暴力団排除に関する施策について、必要な情報の提供、助言その他必要な支援を行

うものとする。 

（市民及び事業者の役割） 

第５条 市民及び事業者は、基本理念にのっとり、暴力団排除に必要な役割を果たすように努めるもの

とする。 

（職員等への不当な要求に対する措置） 

第６条 市は、職員が暴力団員等による不当な要求に適切に対応するために必要な指針の策定、体制の

整備その他必要な措置を講ずるものとする。 

２ 市は、指定管理者（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者を

いう。第９条第２項において同じ。）が、公の施設（同法第244条第１項に規定する公の施設をいう。

第９条において同じ。）の管理の業務において暴力団員等による不当な要求に適切に対応するために

必要な指針の策定その他の必要な措置を講ずるものとする。 

（契約事務における暴力団排除） 

第７条 市は、公共工事の発注その他契約に関する事務の執行により暴力団の活動を助長し、又は暴力

団の運営に資することのないよう、暴力団員等、暴力団経営支配法人等又は暴力団員等と密接な関係

を有すると認められる者（法人にあっては、その役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこ

れらに準ずる者をいう。）が暴力団員等と密接な関係を有するものをいう。）の市が実施する入札へ

の参加の制限その他の必要な措置を講ずるものとする。 

（給付金の交付における暴力団排除） 

第８条 市は、補助金、利子補給金その他相当の反対給付を受けない給付金を交付する事業の実施によ

り暴力団の活動を助長し、又は暴力団の運営に資することのないよう必要な措置を講ずるものとする。 
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（公の施設の管理における暴力団排除） 

第９条 市は、暴力団又は暴力団経営支配法人等にその設置する公の施設の管理を行わせてはならない。 

２ 市長、教育委員会及び指定管理者は、市が設置する公の施設の利用が暴力団の利益になると認めら

れるときは、当該公の施設の利用の承認について定める他の条例（集団的又は常習的に暴力その他不

法行為を行うおそれがある組織の利益になると認められるときは、利用の承認をせず、又は利用の承

認を取り消すことができる旨の定めのあるものを除く。）の規定にかかわらず、当該他の条例の規定

に基づく利用の承認をせず、又は利用の承認を取り消すことができる。 

（市民に対する支援） 

第10条 市は、市民が暴力団排除に必要な役割を果たすことができるよう、情報の提供その他の必要な

支援を行うものとする。 

（広報及び啓発） 

第11条 市は、市民及び事業者の暴力団排除に関する理解を深めるため、広報及び啓発を行うものとす

る。 

（国及び他の地方公共団体との連携） 

第12条 市は、国及び他の地方公共団体との連携を図りながら協力することにより、暴力団排除の効果

的な推進に努めるものとする。 

（委任） 

第13条 この条例の施行に関し必要な事項は、別に定める。 

付 則 

この条例は、平成24年１月１日から施行する。 

付 則（平成24年９月14日条例第11号） 

この条例は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の一部を改正する法律（平成24年法律

第53号）の施行の日から施行する。 
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《協議会開催経過》 

回 開催日 概要 

１ 平成16年８月27日 １ 会長・副会長選出 

２ 会議及び会議録の公開等について 

３ 安全・安心まちづくりの推進について 

４ 現状報告について 

２ 平成16年11月26日 １ 現状報告について 

２ 安全・安心まちづくり推進協議会における緊急連絡体制づくり 

について 

３ 平成17年３月29日 １ 現状報告について 

２ 安全・安心まちづくり推進協議会における緊急連絡体制づくり 

について 

３ 市内各組織等における広報・啓発活動について 

４ 平成17年５月25日 １ 現状報告について 

２ 安全・安心まちづくり推進に係る基本的な考え方について 

５ 平成17年９月28日 １ 現状報告について 

２ 安全・安心まちづくり推進施策体系図について 

３ 子どもの安全確保について 

６ 平成17年11月30日 １ 現状報告について 

２ 市役所の取り組み等について（報告） 

３ 安全安心まちづくりに係る推進方策について（中間報告） 

４ 子どもの安全確保について 

７ 平成18年３月28日 １ 現状報告について 

２ 平成18年度の市の取り組みについて 

３ 「安全・安心まちづくりに係る推進方策について（中間報告）」の 

確認について 

※市長へ中間報告提出 

８ 平成18年５月24日 １ 現状報告について 

２ 「安全・安心まちづくりに係る推進方策について（中間報告）」に 

基づく個別施策について 

９ 平成18年８月31日 １ 会長・副会長選出 

２ 現状報告について 

３ 「安全・安心まちづくりに係る推進方策について（中間報告）」に 

基づく個別施策について 

10 平成18年11月30日 １ 現状報告について 

２ 「安全・安心まちづくりに係る推進方策について（最終報告）」の 

素案について 

３ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進協議会」の名の使用について 

11 平成19年３月23日 １ 現状報告について 

２ 「安全・安心まちづくりに係る推進方策について（提言）」（案）の 

確認について 

※市へ最終報告提出 

12 平成19年11月30日 １ 会長・副会長の選出 

２ 現状報告について 

３ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン」（素案）について 
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13 平成20年３月26日 １ 現状報告について 

２ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン」（素案）について 

３ 平成20年度の市の取組みについて 

４ 「神奈川県犯罪のない安全・安心まちづくり推進協議会」への 

参加に係る意向打診について 

14 平成21年11月18日 １ 会長・副会長の選出 

２ 現状報告について 

３ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの進捗状況について」 

15 平成22年３月29日 １ 現状報告について 

２ 安全・安心まちづくり推進に係る条例制定について 

16 平成22年５月28日 １ 現状報告について 

２ 安全・安心まちづくり推進に関する条例制定について 

17 平成22年８月24日 １ 現状報告について 

２ (仮称)鎌倉市犯罪のない安全安心まちづくり推進条例の制定 

について 

18 平成23年５月31日 １ 会長・副会長の選出 

２ 神奈川県暴力団排除条例について 

３ (仮称)鎌倉市暴力団排除条例について 

４ 現状報告について 

19 平成23年８月23日 １ (仮称)鎌倉市暴力団排除条例について 

２ 現状報告について 

20 平成24年３月23日 １ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン」について 

２ 現状報告について 

21 平成25年３月27日 （研修会） 

１ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン」事業報告について 

２ 市内刑法犯認知状況等について 

３ 神奈川県警察本部視察 

22 平成26年11月20日 １ 会長・副会長の選出 

２ 「鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン」事業報告について 

３ 新たな防犯啓発事業の取り組みについて 

４ 市内刑法犯認知状況等について 

23 平成27年３月25日 １ 平成27年度鎌倉市安全・安心まちづくり推進協議会の取り組み 

について 

２ 新たな防犯啓発事業の取り組みについて 

３ 平成26年市内刑法犯認知状況について 

24 平成29年10月３日 １ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの事業実績について 

２ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの事業計画について 

３ 市内刑法犯認知状況等について 

25 令和元年11月14日 １ 会長・副会長の選出 

２ 市内刑法犯認知状況等について（鎌倉警察署、大船警察署） 

３ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの事業実績について 

４ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの事業計画について 

26 令和２年３月９日 
※新型コロナウイルス感

染拡大の影響により書

面開催 

１ 令和元年度第２回鎌倉市安全安心まちづくり推進協議会の書面 

による開催について 

２ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの改定について  
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27 令和３年１月５日 
※新型コロナウイルス感

染拡大の影響により書

面開催 

１ 令和２年度第１回鎌倉市安全安心まちづくり推進協議会の書面 

による開催について 

２ 令和元年度鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの取組みに 

ついて  

28 令和３年10月６日 
※新型コロナウイルス感

染拡大の影響により書

面開催 

１ 令和２年度の鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの取組みに 

ついて 

２ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プランの改定について  

29 令和４年１月21日 
※新型コロナウイルス感

染拡大の影響により書

面開催 

１ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン策定の経過と構成内容に 

ついて 

２ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン改訂に向けた今後のスケジ

ュールについて 

３ 鎌倉市安全・安心まちづくり推進プラン（令和５年度～令和７年度）

の構成案について  
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ＳＤＧ‘ｓの取組 

 

 平成27年（2015年）９月に国連本部において「持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals）」（以下「SDGｓ」という。）を含めた「持続可能な開発の

ための2030アジェンダ」が採択されました。アジェンダとは、国際的な取組につ

いての行動計画です。その中でも、SDGｓは令和12年（2030年）を期限とする、先

進国を含む国際社会全体の17の開発目標のことをいいます。日本政府においても、

平成28年（2016年）５月20日、内閣総理大臣を本部長、全閣僚を本部員とする「維

持可能な開発目標推進本部」を設置し、同年12月22日には「SDGｓ実施指針」を定

め、地方自治体に「各種計画や戦略、方針の策定や改訂に当たってはSDGｓの要素

を最大限反映すること」を推奨しており、本計画においても、その趣旨を踏まえ

ながら、各施策に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画に関連している主な該当番号は、以下のとおりです。 

 

番号 開発目標 

４ 質の高い教育をみんなに 

５ ジェンダー平等を実現しよう 

10 人や国の不平等をなくそう 

11 住み続けられるまちづくりを 

16 平和と公正をすべての人に 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 
 


